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広域に及ぶ被害─。
東日本大震災から1年が経つ今も、復興への道のりは長く遠い。
しかし、その歩みは多くの人の努力により、着実に進んでいる。
第2回特集「興」では、復旧・復興の一翼を担う建設業の使命を果たすべく、
活動を続けている人々の姿を追った。

復興への架け橋
株式会社熊谷組 
仙台空港ターミナルビル復旧工事

建築物の
診断・復旧
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復興への土台づくり
石巻ブロック災害廃棄物処理業務JV事務所 
災害廃棄物処理業務（石巻ブロック）

がれき
撤去・処理
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復興への手掛かり
戸田建設株式会社 
災害復旧支援システム

建築物の
診断・復旧
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文：清水 潤　写真：読売新聞／アフロ

震災への対応 防災への取り組み
【 第2 回 】

興
周辺にはまだがれきが残る仙台空港で、
震災後の一番機を迎える
4月13日朝8時、羽田からの到着便を迎え、暫
定的な運航が開始された。市民はもちろん、空
港関係者の喜びはひとしお。空港で津波を経験
したグランドアテンダントも涙ぐんだ。
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
三
月

十
一
日
当
日
、
東
北
の
沿
岸
部
の
地
域

が
津
波
に
襲
わ
れ
る
状
況
が
次
々
と
テ

レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
な
か
で
、
仙
台

空
港
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
光
景
に
は

誰
も
が
息
を
呑
ん
だ
。
地
震
発
生
後
一

時
間
余
で
到
達
し
た
津
波
に
、
海
岸
か

ら
約
一
㌔
の
空
港
敷
地
は
い
と
も
簡
単

に
飲
み
込
ま
れ
、
滑
走
路
は
う
ね
る
波

の
な
か
に
消
え
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

は
漂
流
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

空
港
は
機
能
を
完
全
に
停
止
し
て
い

た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
施
工
し
た
熊

谷
組
東
北
支
店
で
は
、
要
請
を
受
け
、

十
二
日
に
被
害
状
況
を
確
認
し
に
工
事

管
理
グ
ル
ー
プ
部
長
の
三
瓶
清
志
さ
ん

（
当
時
）と
お
客
さ
ま
相
談
室
長
の
水
野

賢
司
さ
ん
が
向
か
っ
た
が
、
道
路
が
が

れ
き
で
塞
が
れ
、
空
港
に
近
づ
く
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
十
四
日

に
た
ど
り
つ
き
、
被
害
の
甚
大
さ
が
わ

か
っ
た
。
津
波
は
ビ
ル
の
東
側
か
ら
一

階
の
国
際
線
到
着
ロ
ビ
ー
を
抜
け
て
中

央
部
ま
で
流
れ
込
み
、
高
さ
三
㍍
に
達

し
た
波
が
天
井
も
破
壊
し
て
い
た
。
と

り
わ
け
致
命
的
だ
っ
た
の
は
、
一
階
に

設
置
さ
れ
て
い
た
受
変
電
設
備
、
自
家

発
電
、
熱
源
機
械
設
備
、
さ
ら
に
地
下

に
集
中
す
る
配
管
・配
線
が
水
没
し
、使

い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
空
港
ビ
ル
の
心
臓
部
だ
。

　

対
応
が
急
が
れ
る
な
か
、
急
遽
所
長

と
し
て
空
港
ビ
ル
の
復
旧
工
事
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
立
目
和
夫
さ
ん

は
十
六
日
に
到
着
。
惨
状
を
目
の
当
た

り
に
し
て
「
何
も
言
葉
が
で
な
か
っ

た
」
と
言
う
。
と
に
か
く
作
業
員
を
集

め
て
、
内
部
の
が
れ
き
撤
去
を
連
日
進

め
た
。
建
物
の
外
部
で
は
滑
走
路
の
が

れ
き
撤
去
が
米
軍
に
よ
り
早
々
に
行
わ

れ
、
自
衛
隊
に
よ
る
生
存
者
の
救
援
活

動
で
山
積
し
た
が
れ
き
は
熊
谷
組
で
運

搬
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
被
害
調
査
を

し
な
が
ら
復
旧
方
針
に
つ
い
て
、
空
港

ビ
ル
側
や
ビ
ル
を
設
計
し
た
日
建
設
計
、

官
庁
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
と
協
議
を

重
ね
る
日
々
が
続
い
た
が
、
三
月
下
旬
、

四
月
十
三
日
に
可
能
な
範
囲
で
国
内
線

の
運
航
を
開
始
す
る
と
い
う
方
針
が
打

津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
部
ま
で

が
れ
き
と
土
砂
が
溢
れ
る

現在の2階出発ロビー
震災当日、ここにいた多くの人たちが津
波の恐怖におののいたが、いまは平穏さ
を取り戻している。（写真：中原一隆）

四
・一
三
国
内
線
の

再
開
に
向
け
て
総
力
を
結
集

空港ビル内の被害状況
左／空港ビル1階に、沿岸に植えられていた松の流木や、住宅が破壊されたがれき、土砂、
車までが流入し、壊れたカウンターや椅子などの備品も散乱した。右／がれきと土砂を
撤去した手荷物受取りのベルトコンベアエリア。復旧工事は泥にまみれたビル内を洗
浄・消毒し、塩分が十分に除去されていることを確認してから行われた。

震災後の
第一便を
迎えるために
株式会社熊谷組
仙台空港旅客ターミナルビル
復旧工事

復興への架け橋

3月11日、津波が押し寄せる
仙台空港ターミナルビル
ビル内には旅客や空港関係の職
員、周辺地域からの避難者など
1400人以上が閉じ込められ、
旅行中の学生3名の命が失われ
た。翌日には救助が開始された
が、数日間とどまった職員も多
く、その間はビル内で販売して
いた菓子「萩の月」などで空腹
をしのいだ。（左写真：手塚耕
一郎／毎日新聞社／アフロ）

特記以外は写真提供：熊谷組
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ち
出
さ
れ
る
。
東
北
の
交
通
機
関
は
鉄

道
も
道
路
も
復
旧
の
見
込
み
が
立
た
な

い
な
か
、
自
由
に
な
る
空
の
足
を
市
民

の
た
め
に
一
日
も
早
く
確
保
し
よ
う
と

い
う
決
断
だ
っ
た
。
そ
れ
が
第
一
次
暫

定
復
旧
工
事
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
短
工

期
だ
か
ら
こ
そ
、
大
立
目
さ
ん
は
復
興

へ
の
期
待
を
背
負
う
決
意
を
も
っ
て
、

自
身
で
工
程
表
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　
「
最
初
は
空
港
ビ
ル
さ
ん
た
ち
も
貨

物
用
の
ハ
ウ
ス
を
使
う
と
か
、
な
る
べ

く
簡
単
な
施
設
に
す
れ
ば
い
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
お
客
様
を

迎
え
る
の
に
ト
イ
レ
も
必
要
、
寒
く
ち

ゃ
い
け
な
い
、
こ
れ
も
あ
れ
も
と
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
」
と
大

立
目
さ
ん
。
ま
だ
仮
設
電
源
し
か
な
く
、

二
階
の
出
発
ロ
ビ
ー
に
つ
づ
く
エ
ス
カ

レ
ー
タ
は
動
か
な
い
た
め
、
ビ
ル
一
階

の
フ
ロ
ア
の
一
部
を
使
用
し
到
着
・
出

発
ロ
ビ
ー
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実

際
に
は
工
事
は
三
月
三
十
一
日
に
ス
タ

ー
ト
し
、
航
空
会
社
の
準
備
時
間
を
一

日
確
保
し
て
工
事
完
了
は
四
月
十
日
。

じ
つ
に
十
一
日
間
で
行
わ
れ
た
作
業
は

ま
ず
、
が
れ
き
や
土
砂
を
片
付
け
た
あ

と
、
室
内
外
を
念
入
り
に
洗
浄
・
消
毒

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

到
着
と
出
発
の
動
線
が
干
渉
し
な
い

よ
う
に
仮
設
パ
ネ
ル
で
仕
切
り
、
床
は

テ
ラ
ゾ
石
貼
り
と
し
、
天
井
も
一
部
を

張
り
替
え
た
。
手
荷
物
受
取
り
の
自
動

コ
ン
ベ
ア
は
稼
働
し
な
い
た
め
撤
去
し
、

手
動
の
ロ
ー
ラ
ー
コ
ン
ベ
ア
を
設
置
。

男
女
別
の
仮
設
ト
イ
レ
を
備
え
、
出
入

口
ま
わ
り
も
整
え
ら
れ
た
。
ス
テ
ン
レ

ス
枠
に
ガ
ラ
ス
を
は
め
込
ん
だ
ド
ア
が

用
意
さ
れ
た
の
だ
。
通
常
の
発
注
期
間

で
は
揃
わ
な
い
は
ず
の
部
材
が
、
地
元

の
製
作
会
社
な
ど
の
協
力
で
納
期
ま
で

に
き
っ
ち
り
と
調
達
さ
れ
た
。「
仙
台

空
港
の
再
開
の
た
め
な
ら
と
、
皆
さ
ん

が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
大

立
目
さ
ん
。
作
業
は
昼
夜
兼
行
、
ピ
ー

ク
時
は
一
〇
〇
人
近
い
体
制
だ
っ
た
。

　

四
月
十
三
日
に
再
開
を
果
た
し
、
喜

ぶ
間
も
な
く
、
大
立
目
さ
ん
が
立
ち
向

か
っ
た
の
は
、
七
月
二
十
五
日
の
国
内

線
と
国
際
線
の
定
期
便
再
開
に
向
け
た

第
二
次
暫
定
復
旧
工
事
だ
。
一
〇
カ
月

は
か
か
る
複
雑
な
復
旧
工
事
を
三
カ
月

半
で
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
水
没
し

た
中
央
監
視
機
能
を
中
二
階
に
上
げ
る

工
事
に
加
え
、
地
下
ピ
ッ
ト
か
ら
の
津

波
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
電
気
室
・
自

家
発
電
機
室
・
熱
源
機
械
室
自
体
の
構

造
強
度
を
従
来
よ
り
上
げ
る
工
事
を
含

ん
で
い
た
。

　

工
事
が
始
ま
り
通
常
の
動
き
を
凝
縮

東
日
本
大
震
災
発
生

第
一
次
暫
定
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

第
二
次
暫
定
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
オ
ー
プ
ン
・
国
際
線
就
航

復
旧
完
了
・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

2011年3月
3/11 3/26 4/7 4/13 7/10 7/24 9/29

4月 5月 6月 7月 8月 9月

ターミナル
ビル

設備

緊急
インフラ対応
・仮設電気
・仮設給排水
・ベルコン
 一時対応

第一次
暫定TB工事
・がれき撤去
・天井解体復旧
・地下水替

第二次
暫定TB工事
・天井、壁補修
・電気室、中央監視室の津波対応
・1F、2Fクリーニング

第三次
暫定TB工事
・テナント工事
・3F～RFクリーニング
・植栽更新

本格運用対応
・冷温水機器設置
・新規EV設置

復旧工事
・既設電気・給排水設備の
撤去、更新
・水没ベルコン撤去、更新
・ESC、EV更新

・試運転
・調整

余
震
発
生（

　
　）

M
7.1

受電

仙
台
空
港
の
再
開
は 「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」だ
と

誰
も
が
強
く
想
っ
て
い
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
、み
ん
な
が
協
力
で
き
た
。│
大
立
目

国
内
・
国
際
定
期
便
復
旧
へ

安
全
を
第
一
に
進
む

第一次暫定復旧工事の工程表
工事は3月31日〜 4月10日のわず
か11日間で完了させた。「自分で線
を引いたからには、絶対に期日まで
に終わらせる覚悟だった」と大立目
さん。

短工期のなか作業が進められる空港内
上／津波の被害を受けた熱源機械室壁面工
事。既設の厚さ125㎜のALC版を撤去し、鉄
骨柱と175㎜のSPC版で補強を行った。
下／ 1階センタープラザ周辺は水没部分の高
圧洗浄に加え塩分濃度測定、消毒が行われ錆
止め塗装が行われた。

完全復活した
現在の空港ターミナルビル
昨年9月25日に第三次暫定復旧工
事を完了し、グランドオープン。
その陰には短期間の復旧工事を果
たした熊谷組の奮闘があった。

（写真：中原一隆）

し
た
作
業
が
続
く
な
か
、
大
立
目
さ
ん

が
最
も
重
視
し
た
の
は
安
全
で
あ
る
。

現
場
を
一
日
三
万
歩
歩
き
工
事
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
と
き
に
気
合
い

を
入
れ
、
と
き
に
笑
い
を
誘
っ
て
緊
張

を
解
き
、
作
業
の
安
全
に
配
慮
し
た
。

　

空
港
ビ
ル
の
復
旧
工
事
は
レ
ス
ト
ラ

ン
エ
リ
ア
や
展
望
デ
ッ
キ
な
ど
を
整
備

し
て
、
昨
年
九
月
二
十
五
日
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
。
十
一
月
に
は
大
屋
根
な

ど
を
修
復
し
て
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
り
大
立

目
さ
ん
は
言
う
。「
今
は
工
程
表
通
り

に
で
き
た
の
が
不
思
議
で
仕
方
が
な
い

ん
で
す
よ
。当
時
、空
港
は〝
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
〞
だ
と
い
う
言
葉
が
掛
け
声
に

も
合
言
葉
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
被

災
し
て
い
る
作
業
員
も
い
る
し
、
最
初

は
油
も
な
く
、
食
料
も
な
い
な
か
で
皆

で
頑
張
ろ
う
と
気
持
ち
を
全
員
が
共
有

し
て
い
ま
し
た
」。
短
期
間
で
復
旧
し

て
い
っ
た
空
港
の
姿
は
市
民
を
確
か
に

勇
気
づ
け
た
。
大
立
目
さ
ん
を
は
じ
め
、

昼
夜
働
い
た
一
〇
〇
〇
人
の
奮
闘
が
復

興
へ
の
架
け
橋
を
渡
し
た
の
で
あ
る
。

熊谷組東北支店
仙台空港旅客ターミナルビル
復旧工事作業所 所長

大立目和夫さん

短工期のさなかで、現場を洗浄後に
残留塩分がないか測定し、防錆を図
るなど、工事の基本を重視。同時に
安全第一で復旧工事を乗り越えた。

（写真：中原一隆）

 「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」を

合
言
葉
に
完
全
復
旧
を
果
た
す
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
を
経
過
し
、

災
害
廃
棄
物
（
が
れ
き
）
処
理
は
こ
れ

か
ら
本
格
化
す
る
段
階
に
あ
る
。
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
三
県
で
発
生
し
た
が

れ
き
の
量
は
約
二
二
〇
〇
万
㌧
。
そ
の

う
ち
宮
城
県
は
も
っ
と
も
深
刻
で
、

一
八
〇
〇
万
㌧
を
超
え
る
。
こ
れ
は
県

の
年
間
一
般
廃
棄
物
処
理
量
の
二
三
年

分
だ
と
い
う
。
県
は
現
在
、
二
〇
一
三

年
度
ま
で
に
処
理
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
県
内
を
石
巻
、
亘
理
名
取
、
宮
城

東
部
、
気
仙
沼
の
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
被

災
地
域
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
散
在
す
る

一
次
仮
置
き
場
へ
が
れ
き
を
運
搬
し
、

あ
る
程
度
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

を
行
っ
た
後
に
、
二
次
仮
置
き
場
へ
集

積
し
、
焼
却
を
含
む
中
間
処
理
ま
で
を

進
め
る
。

　

こ
の
二
次
仮
置
き
場
の
災
害
廃
棄
物

処
理
施
設
の
建
設
工
事
と
、
処
理
業
務

を
受
託
し
て
い
る
の
は
建
設
業
各
社
に

よ
る
特
定
共
同
企
業
体
（
J
V
）
で
あ

る
。
と
り
わ
け
石
巻
市
、東
松
島
市
、女

川
町
を
対
象
区
域
と
す
る
「
石
巻
ブ
ロ

ッ
ク
」
の
が
れ
き
発
生
量
は
約
八
四
〇 

万
㌧
と
県
全
体
の
四
七
％
に
及
び
、
二

次
仮
置
き
場
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
廃
棄
物
は
六
八
五
・
四
万
㌧
。
土

砂
な
ど
津
波
堆
積
物
も
二
〇
〇
万
立
方

㍍
に
上
る
。
か
つ
て
な
い
規
模
の
処
理

業
務
に
臨
む
の
は
、
九
社
が
参
加
す
る

鹿
島
J
V（
鹿
島
・
清
水
・
西
松
・
佐

藤
・
飛
島
・
竹
中
土
木
・
若
築
・
橋
本
・

遠
藤
）
だ
。

　

宮
城
県
が
行
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

鹿
島
J
V
が
業
務
を
受
託
し
た
の
は

昨
年
九
月
。
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
の
二
次
仮

置
き
場
は
石
巻
港
の
雲
雀
野
地
区
で
あ

る
。
六
八
㌶
、
東
京
ド
ー
ム
一
五
個
分

の
エ
リ
ア
は
、
一
次
仮
置
き
場
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
場
所
で
も
あ
る
。

　

処
理
施
設
の
プ
ラ
ン
ト
は
急
ピ
ッ
チ

で
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
五
月
に

は
一
次
仮
置
き
場
か
ら
が
れ
き
が
運

搬
・
搬
入
さ
れ
て
く
る
が
、
交
通
渋
滞

や
ト
ラ
ブ
ル
を
招
か
な
い
よ
う
運
搬
計

画
が
練
ら
れ
た
。
港
を
も
つ
北
上
雄
勝

エ
リ
ア
、
牡
鹿
エ
リ
ア
で
は
海
上
ル
ー

ト
が
検
討
さ
れ
、
市
街
地
エ
リ
ア
は
ト

１次仮置き場に山積したがれき
住宅の木材や生活用品のあらゆるもの
が混じりあっている。放置しておくと
熱を持って発火の恐れもあるため、内
部の熱を逃がすパイプが差し込まれて
いる。また、水産業が盛んな石巻では
漁網や浮き、ブイも津波によって大量
に流され、廃棄物となった（下写真）

六
八
五
・
四
万
㌧
の
が
れ
き
を

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
で
中
間
処
理

鹿島JV事務所 副所長（事務総括）

小野寺和彦さん

小野寺さんは仙台在住。地震時は
東京本社勤務だったが、翌日応援
部隊とともに東北支店へ着任した。
後ろに見えるのは建設中のストーカ
焼却炉。

い
ま
ま
で
ゼ
ロ
か
ら

プ
ラ
ス
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

今
度
は
マ
イ
ナ
ス
を

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
が

使
命
で
す
。│
小
野
寺

交
通
状
況
に
配
慮
し
た

運
搬
計
画
、処
理
計
画
で
は

選
別
・
分
別
ラ
イ
ン
を
充
実

2次仮置き場の
完成予想図
廃棄物は粗選別ヤード
でおおまかに選別後、
破砕選別ヤードで細か
く破砕し、人の手で分
別を行う。可燃廃棄物
は焼却施設で処理。泥
や津波堆積物は土壌改
質洗浄ヤードで有害物
質を除去し、復興資材
とする。

（提供：鹿島建設）

きれいな街を
取り戻す
石巻ブロック
災害廃棄物処理業務
JV事務所
災害廃棄物処理業務（石巻ブロック）

復興への土台づくり

写真：特記以外は中原一隆
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さ
ら
に
、
鹿
島
建
設
の
環
境
部
門
が

動
き
、
周
辺
環
境
の
保
全
を
管
理
す
る

13 建設業界 2012.5

ラ
ッ
ク
に
G
P
S
端
末
を
搭
載
し
、
事

務
所
に
中
央
制
御
室
を
設
け
、
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
運
搬
が
進
め
ら
れ
る
。

　

処
理
計
画
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
八
〇

％
を
目
指
し
、
木
く
ず
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
ら
は
復
興
資
材

に
、
金
属
く
ず
は
売
却
へ
回
す
。
大
量

の
混
合
廃
棄
物
は
分
別
ラ
イ
ン
を
充
実

さ
せ
、
重
機
な
ど
で
粗
選
別
に
か
け
て

か
ら
、細
か
く
破
砕
し
、お
も
に
手
選
別

で
分
別
を
進
め
る
。
可
燃
物
は
場
内
に

建
設
さ
れ
て
い
る
五
基
の
大
型
焼
却
炉

（
計
一
五
〇
〇
㌧
／
日
）と
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
で
焼
却
。
不
燃
物
は
管
理
型

最
終
処
分
場
な
ど
へ
搬
出
し
埋
め
立
て

る
。
土
砂
は
改
質
・
洗
浄
処
理
し
て
復

興
資
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
業
務
の
中
で
地
元
経

済
へ
の
還
元
も
な
さ
れ
、
資
機
材
の
地

元
調
達
、
一
日
当
た
り
一
二
五
〇
人
の

地
元
雇
用
な
ど
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
「
処
理
施
設
の
建
設
地
に
あ
っ
た
が

れ
き
の
山
を
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
詰
め

て
場
外
の
ヤ
ー
ド
へ
移
動
さ
せ
、
更
地

に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で

態
勢
も
整
え
ら
れ
る
。
と
く
に
焼
却
設

備
ヤ
ー
ド
は
二
四
時
間
連
続
で
監
視
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
情
報
公
開
さ
れ

る
。
ま
た
、
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
恐
れ

の
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
や
P
C
B
な
ど
の

有
害
物
質
は
処
理
途
上
で
含
有
物
を
発

見
次
第
、
管
理
保
管
さ
れ
る
。

　

一
般
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
最
終
処
分
に
関
し
て

も
問
題
は
な
い
。
災
害
廃
棄
物
は
法
的

に
一
般
廃
棄
物
扱
い
の
た
め
、
産
業
廃

棄
物
の
よ
う
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
な
い

が
、
同
様
の
管
理
票
を
作
成
し
管
理
を

徹
底
さ
せ
る
。
同
時
に
廃
棄
物
処
理
業

で
問
題
視
さ
れ
る
反
社
会
的
勢
力
の
排

除
も
当
然
の
責
務
と
し
て
い
る
。

　

六
月
初
旬
、
住
民
の
暮
ら
し
に
影
響

が
大
き
い
第
一
次
仮
置
き
場
か
ら
が
れ

き
の
搬
入
が
始
ま
る
。
最
初
に
処
理
す

る
の
は
石
巻
商
業
高
校
と
仮
設
住
宅
団

地
が
隣
接
す
る
南
境
仮
置
き
場
の
が
れ

き
に
決
定
し
て
い
る
。
処
理
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
、
八
月
に
は
焼
却
施
設
も
フ
ル

稼
働
す
る
予
定
だ
。
こ
れ
か
ら
の
処
理

業
務
に
向
け
、
所
長
の
佐
々
木
正
充
さ

ん
は
言
う
。「
復
興
を
果
た
す
た
め
に

大
き
な
意
義
を
持
つ
仕
事
で
す
。
も
の

を
つ
く
る
現
場
と
は
違
い
ま
す
が
、
そ

の
違
い
を
喜
び
に
変
え
て
い
き
た
い
」。

佐
々
木
さ
ん
自
身
、
石
巻
市
民
で
あ
り
、

自
宅
が
被
災
し
た
。
が
れ
き
の
な
い
美

し
か
っ
た
街
に
戻
し
た
い
と
い
う
想
い

は
誰
よ
り
も
強
い
。
六
一
人
の
J
V
職

員
の
想
い
も
同
じ
だ
。
石
巻
市
出
身
の

若
手
の
面
々
も
働
い
て
い
る
。
彼
ら
の

表
情
に
は
復
興
の
礎
を
つ
く
る
仕
事
へ

の
強
い
気
持
ち
が
表
れ
て
い
た
。

す
」
と
語
る
の
は
J
V
事
務
所
の
副
所

長
、
小
野
寺
和
彦
さ
ん
。
処
理
施
設
全

体
の
建
設
作
業
に
九
〇
〇
人
が
働
く
な

か
、
完
成
間
近
な
巨
大
な
ロ
ー
タ
リ
ー

キ
ル
ン
焼
却
炉
や
ス
ト
ー
カ
焼
却
炉
の

建
設
に
四
○
〇
人
が
従
事
し
て
い
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
の
炉
の
部
分
は
セ

メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
中
古
品
を
活
用
し
、

工
期
短
縮
を
図
っ
た
。
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
の
協
力
を
得
て
大
規
模
な
施
設
建

設
を
行
い
、
全
国
的
に
不
足
す
る
作
業

人
員
を
確
保
で
き
る
の
は
建
設
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
総
合
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。

石
巻
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と

地
元
の
人
た
ち
に
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

力
を
つ
く
し
た
い
。│
佐
々
木

鹿島JV事務所
所長

佐々木正充さん

自宅が被災、取り壊される状
況で、石巻市民の期待を背
負い、２次仮置き場の建設
と処理業務の運営に臨む。

鹿島JV事務所
副所長（工事総括）

射場 学さん

1995年の阪神・淡路大震災
でがれき処理に携わった経
験をもち、処理計画にも精
通。石巻の復興に尽力する。

建
設
業
の
総
合
力
で
進
む

処
理
施
設
の
建
設

強
い
想
い
で

地
元
の
復
興
の
た
め
に
働
く

搬入ゲートのトラックスケール
搬入時にがれきを積載したトラックごと計量を行って、粗選別工程に運ぶ。
過積載などを防ぐこともできる。6レーンを設置。

環境モニタリング装置
騒音、振動、臭気を2つの定点で観測し、9カ所でハンディタイ
プの計器で毎日チェックしている。（提供：鹿島JV事務所）

セメントキルンを活用したロータリーキルン焼却炉
中央に横たわる円筒形のキルン炉は直径5.4m、長さ30m。ゆっくり回転しながら可燃廃棄物を焼却する。燃えカスを燃やす再燃焼室、煙から有害
物質を取り除くバグフィルターが装備され、煙突から水蒸気が放出される。焼却ヤードにはロータリーキルン焼却炉2基、ストーカ焼却炉3基を設
置。それぞれ1日300t、合計1500tの処理能力をもつ。

鹿島JV事務所で働く地元出身の職員
左から桑島修彦さん（鹿島建設東北支店）、星川元さん（若築建設東北支
店）、阿部紘士さん（鹿島建設東北支店）、渡辺雅隆さん（若築建設東北支
店）。生まれ育った石巻の復興を目指す。

安
全
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
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戸
田
建
設
が
七
年
ほ
ど
前
に
開
発
し
、

改
良
を
重
ね
て
い
る
災
害
復
旧
支
援
シ

ス
テ
ム
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

施
工
物
件
の
被
災
状
況
の
把
握
や
、
応

急
対
応
か
ら
復
旧
工
事
に
い
た
る
段
階

を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
の
に
活
用
さ
れ
た
。

　

今
年
一
月
、
復
旧
工
事
を
完
了
し
た

仙
台
文
学
館
の
現
場
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。

同
館
は
仙
台
市
青
葉
区
の
台
原
森
林
公

園
の
出
入
口
付
近
に
位
置
し
、
川
が
形

成
し
た
谷
の
上
に
躯
体
を
架
け
渡
し
て

建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
橋
脚
間
は

八
〇
㍍
の
大
ス
パ
ン
構
造
だ
。
震
災
直

後
の
被
害
確
認
で
は
、
一
階
の
軒
天
井

の
中
央
部
に
た
わ
み
が
見
ら
れ
、
四
月

四
日
の
調
査
の
結
果
、
対
応
工
事
に
向

け
立
ち
入
り
禁
止
と
す
る
よ
う
館
に
申

し
入
れ
た
。
と
こ
ろ
が
直
後
の
四
月
七

日
夜
に
強
い
余
震
が
発
生
。
調
査
に
向

か
っ
た
担
当
者
か
ら
、
た
わ
み
部
分
か

ら
軒
天
井
が
落
下
し
て
お
り
、
至
急
対

応
し
て
ほ
し
い
と
連
絡
が
入
り
、
東
北

支
店
建
築
工
事
部
工
事
課
工
事
長
・
荘

司
達
夫
さ
ん
が
現
場
に
急
行
し
た
。

　
「
出
か
け
る
前
に
、
復
旧
支
援
シ
ス

テ
ム
の
情
報
を
確
認
し
て
か
ら
行
き
ま

し
た
。
物
件
ご
と
に
震
災
直
後
か
ら
の

経
緯
が
日
を
追
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
て
、

社
員
は
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
社
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か

が
わ
か
る
の
で
、
要
請
が
あ
っ
て
初
め

て
現
地
に
出
向
く
と
き
も
、
滞
り
な
く

お
客
様
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
荘
司
さ
ん
。
さ
ら
に
竣
工
時
の

施
工
情
報
を
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
メ
リ
ッ
ト
だ
と
言
う
。「
施
工

実
績
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
連
動
し
て
い

る
の
で
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
建
物
概
要
、

使
っ
て
い
る
材
料
や
強
度
、
設
計
会
社
、

協
力
会
社
の
担
当
者
名
な
ど
が
出
て
き

ま
す
。
だ
か
ら
復
旧
工
事
に
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
が
で
き
る
ん
で
す
。
四
月
八
日

も
す
ぐ
に
協
力
会
社
を
呼
ん
で
、
軒
天

井
の
撤
去
を
開
始
で
き
ま
し
た
」。

　

荘
司
さ
ん
が
仙
台
文
学
館
の
被
災

状
況
や
そ
の
後
の
対
応
の
経
緯
を
確

認
し
た
災
害
復
旧
支
援
シ
ス
テ
ム
は

T
I
P‒

D
R ※

（
テ
ィ
ッ
プ
デ
ィ
ー
ア
ー

ル
）
と
呼
ば
れ
、
戸
田
建
設
の
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
（
企
業
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

の
な
か
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
気
象
庁

の
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
す
る
と
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
施
工
実
績
の
位
置
情
報

か
ら
、
ど
の
程
度
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ

た
か
を
予
測
し
、
震
度
五
弱
以
上
の
揺

れ
が
予
想
さ
れ
た
自
社
の
施
工
実
績
を

自
動
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み

だ
。
リ
ス
ト
に
は
物
件
の
予
測
震
度
や

基
本
的
な
物
件
情
報
な
ど
が
表
示
さ
れ
、

報
告
を
入
力
す
る
画
面
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。
震
災
直
後
に
応
急
確
認
に
向
か

スピーディーな
情報共有

戸田建設株式会社
災害復旧支援システム

復興への手掛かり

災
害
復
旧
支
援
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応

作
業
所
、施
工
実
績
の
被
害
状
況

な
ど
を
集
約
す
る
仕
組
み

復旧工事を完了した仙台文学館
仙台が輩出した文学者の作品・資料な
どを収集し、市民に親しまれている。
建物はS造一部RC造3階建て。4月7日
夜の余震で1階の軒天井のステンレス
波板が落下した。

災害復旧支援システム TI P-DR
DR-MAPにより作業所の被災状況、施工実績で	
救援が必要な物件を瞬時に把握できる。1

震度5弱以上の揺れが予想された物件の一覧より、	
震度や他の項目でソートすることが可能。
物件情報（顧客担当者連絡先等）も詳細表示。

2

�社員が物件の状況をアップロードすることで、
全社での情報共有が可能。3

リアル
タイムで

情報を共有

資料提供：戸田建設
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っ
た
社
員
に
よ
る
第
一
報
や
、
要
請
の

有
無
、
誰
と
ど
の
よ
う
な
連
絡
を
行
っ

た
か
な
ど
、
情
報
を
得
た
人
が
入
力
す

れ
ば
、
全
社
的
に
パ
ソ
コ
ン
上
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
携
帯
電
話
で
撮

っ
た
写
真
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
可
能
だ
。

　

ま
た
、
災
害
当
初
に
は
作
業
所
自
体

の
被
災
情
報
も
重
要
だ
。
そ
れ
を
集
約

す
る
の
が
D
R‒
M
A
P
（
デ
ィ
ー
ア

ー
ル
マ
ッ
プ
）
で
あ
る
。
報
告
が
可
能

な
作
業
所
が
、
被
害
の
有
無
や
程
度
を

入
力
す
る
と
マ
ッ
プ
上
に
被
害
程
度
を

示
す
マ
ー
ク
が
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る
。
同

時
に
動
け
る
人
員
、
稼
働
で
き
る
車
両

や
重
機
の
状
況
も
入
力
に
よ
っ
て
情
報

化
。
さ
ら
に
T
I
P‒

D
R
の
情
報
か

ら
要
救
援
の
物
件
の
位
置
も
表
示
さ
れ

る
。
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
い

る
の
で
周
辺
の
地
理
も
確
認
し
や
す
い
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
の
は
建

築
企
画
部
課
長
の
佐
藤
康
樹
さ
ん
。

「
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
社
員
に
基
本
情
報
を
提
供
す
る

の
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
役
割
」
と
語
る
。

開
発
は
二
〇
〇
〇
年
頃
、
自
社
の
施
工

実
績
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
に
始
ま
る
。

実
績
に
緯
度
経
度
情
報
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
災
害
時
の
情
報
集
約
に
活
用
で
き

る
と
気
づ
き
、
震
源
か
ら
の
距
離
に
よ

っ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
。
五
年
ほ
ど
前
か
ら
B
C
P
の

訓
練
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、
そ
の
と
き
の

要
望
を
も
と
に
、
自
作
な
ら
で
は
の
柔

軟
性
で
改
良
し
て
き
た
。
大
き
く
進
化

し
た
の
は
三
年
前
。
緊
急
地
震
速
報
と

の
自
動
的
な
連
動
だ
。「
そ
れ
ま
で
は
、

各
地
の
震
度
情
報
を
見
な
が
ら
私
と
数

人
が
操
作
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
の
訓
練
で
、
お

前
た
ち
が
被
災
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ

と
言
わ
れ
ま
し
て
、
し
ば
ら
く
悩
み
ま

し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。
そ
こ
で
ハ
タ
と

連
動
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
。

　
三
月
十
一
日
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登

録
さ
れ
て
い
る
施
工
実
績
二
〇
〇
〇
〇

件
の
う
ち
、
三
四
〇
〇
件
余
り
が
一
五

分
ほ
ど
で
自
動
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
同
社
の
施
工
実
績
す

べ
て
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
実
際
の
実
績
は

三
〇
〇
〇
〇
件
を
越
え
、
三
〇
年
以
上

前
の
実
績
等
ま
だ
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
今
後
に
備
え

て
対
応
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

戸田建設
建築企画部企画3課・
総合企画室情報管理課 課長

佐藤康樹さん

災害復旧支援システムを開発した佐
藤さん。建築企画部企画3課と総合
企画室情報管理課の課長を兼務す
る。建築現場を10年経験した後、企
画部へ配属され、独学でシステム開
発を手がけた。

毎
年
の

総
合
震
災
訓
練
を
通
じ
、

シ
ス
テ
ム
に
工
夫
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。│
佐
藤

※TODA Information of Products-Disaster Recovery

今
後
に
備
え
、建
築
・
土
木
分
野
の

総
合
を
目
指
す

災害復旧支援システムを活用した仙台文学館災害復旧改良工事
本社から現場まで、全員の力を結集して生まれ変わった仙台文学館。（提供：戸田建設）

復旧・復興対策特別委員会の方針
　東日本大震災で被災した地域の復旧・復興は、
我が国の最優先課題であり、総力を挙げて取り組む
必要があることから、日建連では、中村満義土木本
部長を委員長とする「復旧・復興対策特別委員会」
と、山内隆司建築本部長を委員長とする「電力対
策特別委員会」を組織した。
　今後、復旧・復興事業の円滑な執行や工事の施

工等に関わる様々な課題の解決に向けた調査・検
討を行うとともに、国や地方公共団体など関係機関
に対する要望活動や提言を行っていく。
　そこで今回は、復旧・復興対策特別委員会に設
置された二つの部会（復旧・復興部会と災害廃棄
物部会）の部会長に、今後の活動方針についてお
話を伺った。

　

現
地
で
実
際
に
災
害
廃
棄
物
の
山
や
無
残
に
破
壊
さ
れ
た

水
門
や
防
波
堤
を
目
の
当
た
り
に
し
、
我
々
土
木
技
術
者
が

こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い

う
無
力
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
方
々
が
一
日
も

早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
に
は
、
か
つ
て
誰
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
役
割
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
時
こ
そ
、
総
合
建
設
業
と
し
て
培

っ
て
き
た
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

活
か
す
こ
と
で
大
き
な
貢
献
が
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
復
旧
・
復
興
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
、

様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

際
、
個
々
の
企
業
で
は
な
く
、
日
建
連
と
し
て
纏
ま
っ
て
要

望
や
提
言
を
行
う
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
、
当
部
会
に

期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
そ

の
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
単
な
る
要
望
に
終
始
す
る
こ
と
な

く
、
あ
く
ま
で
も
会
員
会
社
か
ら
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
や
意
見

を
根
拠
と
し
た
説
得
力
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
様
々
な
形
で
調
査
等
に
ご
協
力
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
部
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
の
中
旬
か
ら
災
害
廃
棄
物
処
理
も
本
格
化
し
、
そ
の

後
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

そ
れ
に
伴
い
注
目
も
集
ま
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

発
注
者
で
あ
る
自
治
体
、
環
境
省
、
国
土
交
通
省
と
と
も

に
主
体
的
に
課
題
を
整
理
し
、
現
実
の
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
災
害
廃
棄
物
部
会
の

役
割
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
十
数
カ
所
あ
る

今
回
の
災
害
廃
棄
物
処
理
現
場
で
の
共
通
の
問
題
を
見
つ
け
、

廃
棄
物
の
活
用
も
含
め
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゼ
ネ
コ
ン
に
は
、
技
術
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、

資
機
材
や
作
業
員
を
集
め
る
力
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
地
元
調
達
が
最
優
先
で
す
が
、
ま
ず
は
近
隣
地
区
、

そ
の
あ
と
に
県
、
地
方
、
日
本
全
国
と
い
う
順
番
で
広
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
各
現
場
か
ら
情
報
を
集
め
、
そ
の

情
報
を
必
要
に
応
じ
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
役

割
で
す
。
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
部
会
で
現
場
調
査
（
実
態

把
握
）
を
行
い
ま
す
が
、
日
建
連
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り

組
み
を
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
っ
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部会長

茅野正恭
鹿島建設
専務執行役員
土木管理本部長

復
旧
・
復
興

部
会

部会長

井手和雄
清水建設　
常務執行役員
土木事業本部
営業統括

災
害
廃
棄
物

部
会

日建連のACTION!

軒天井の被災状況軒天井補修完了状況


